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１．行政経営計画の概要 

１．１． 計画の位置づけ 

行政経営計画（以下「本計画」といいます。）は、本市の羅針盤である総合計画（基本構

想・基本計画）を実現・実行するため、毎年度の財政見通しを踏まえ、事務事業が最大限の

成果を発揮するための戦略（実施計画）を示すものです。本計画に基づき、市役所が持つ限

られた経営資源を最大限に活用するべく、「①行政が一丸となる組織運営の強化」「②協働

社会に向けた情報共有のしくみの確立」「③戦略的行政経営の推進」「④行動力・調整力を

発揮する職員の育成」「⑤持続可能な財政基盤の強化」の５つの方針により、行政サービス

の効率的、効果的な提供を図っていきます。市役所が協働によるまちづくりの一員として、

行政を経営するという新たな視点に立ち、事業の選択と集中により将来の都市像「ともにさ

かそう笑顔とお互いさまのまち 阪南」の実現を推進していきます。 

 

 

 行政経営計画（毎年度策定） 

実施計画 

経営資源（財政見通し）、外部環境 

行政経営方針 

総合計画（市の最上位計画） 

基本構想（10 ヵ年） 

総合計画 

基本計画（5 ヵ年） 

個別計画 

都市計画、福祉計画 等 

進行管理（行政評価） 

 

 

図１：行政経営計画の位置づけ 
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１．２． 計画の期間 

総合計画（後期基本計画）と同様に、平成 29 年度から５か年の計画とし、毎年度、進行管

理及び財政見通しを踏まえた上で計画の見直し（ローリング）を行います。ただし、平成 31年

度からの計画については、持続可能な行財政運営を行うための中期的な見通しが必要なため、

当該年度から向こう３か年を対象の期間として本計画のローリングを行います。 

 

基本構想 

基本計画 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H31 H33 H32 H30 

基本構想 

前期基本計画 後期基本計画 

≪行政経営計画≫ 

毎年ローリング 

見直し 

≪総合計画≫ 

 

 

見直し  

 

 

見直し 

見直し 

 

 

 

 

図２：行政経営計画の期間 

 

１．３． 計画の構成 

本市では、総合計画に掲げた将来の都市像「ともにさかそう笑顔とお互いさまのまち 阪南」

の実現に向けて、７つの基本目標や目標ごとの施策、加えて近年の本市を取り巻く状況を踏ま

え、とり急ぎ目標を横断して重点的に展開すべき施策に基づき、まちづくりを進めていきます。     

本計画では、これらの基本目標等に沿って新年度の方針を示すとともに、その具体的な取組

について、事務事業の概要や事業費を示します。 

 

１．４． 計画に掲載する事務事業 

本市が実施している事務事業には、本来、国や大阪府が果たすべき事務で法令等によって市

に委託されたものや、市の財源をもとに単独で実施しているものがあります。 

本計画では、全ての事務事業を掲載しています。 

 

１．５． 計画の策定方法及び進行管理 

本計画の策定・進行管理については、社会情勢や市民ニーズの変化に対して柔軟に対応でき

るよう、「ＰＤＣＡサイクル」に基づき実施します。 

なお、評価視点の多角化により、評価の客観性の向上を図るとともに、次年度の本計画をよ

り実効性の高いものとするため、平成 26年度から外部評価を導入しています。 

2020 
（R2） 

2021 
（R3） 
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１．６． 計画の推進にあたって 

  本計画によるまちづくりの推進にあたっては、総合計画（後期基本計画）における「協働に

よるまちづくり」「行政経営のしくみづくり」を踏まえ、多様な主体が協働し、活躍できるよ

う、さまざまな取組を実施していきます。 

 

 ○協働によるまちづくり 

  多様な主体が本総合計画に掲げる目標を共有し、それぞれができることを担い合い、ともに

取り組む「協働によるまちづくり」をより一層推進していきます。そのために、「知る」「育つ」

「つながる」の取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■協働によるまちづくりの概念図 

協働による 
まちづくり 

市民 

事業者 

各種団体 

市役所 

育つ：多様な主体の自立 

個人だけではなく、地域コミュニティなどの多様な主体が自立することが大切

です。そのために、それぞれに合った学びの機会を通じて「ひと」を育て、ひ

いては地域資源を育てるとともに、地域課題を自ら解決できる地域コミュニテ

ィの形成を進めます。 

■「協働によるまちづくり」を推進するための取組 

つながる：連携による地域の価値・魅力の創出 

阪南市には、これまでに培った経験や知恵を有する「ひと」やさまざまな地域

資源があります。また、互いの弱みはそれぞれの強みで補い、互いの強みを

合わせ阪南市全体の価値・魅力を高めることが大切です。そのために、「ひ

と」「地域」「資源」「世代」などの多様なつながりを通じて、新たな価値・魅力を

創出します。 

知る：地域を知り、行動できる情報共有 

互いを知り、信頼関係を築くとともに、自らの役割を考えるために地域を知る

ことが大切です。そのために、阪南市や身近な地域について正しく理解し、

地域課題の解決に向けてともに考え、行動できるよう、地域に密着した情報

共有を進めます。 
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 ○行政経営のしくみづくり 

  行財政基盤の持続可能性を強化するとともに、市役所は協働によるまちづくりの一員とし

て、阪南市の価値・魅力を高め、自治の主役である市民が、まちづくりの主体として活躍でき

るよう、以下の方向のもと行政経営を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政が一丸となる組織運営の強化 

行政課題に対して、行政組織が適切に連携し、迅速に意思決定し、効果

的に対応できるよう、組織運営を強化します。 

協働社会に向けた情報共有のしくみの確立 

協働によるまちづくりを推進するため、市民の意見をきくとともに市民との

対話を大切にし、積極的に情報提供するなど、分かりやすい情報共有の

しくみを確立します。 

行動力・調整力を発揮する職員の育成 

地域の課題を解決できる政策形成能力とそれを実践するための行動力・

調整力を発揮する職員を育成します。 

限られた経営資源で最大限の成果を実現するため、目標管理や評価に

基づく施策・事業の選択・集中を基本に、より効果の高い施策の実施に

向け、重点的・分野横断的な取組といった戦略的な視点に立った行政経

営を進めます。 

戦略的行政経営の推進 

持続可能な財政基盤の強化 

将来の世代に過度の負担を残さないよう、さらなる歳入の確保と、より徹

底した歳出の効率化を進め、財政の健全化に取り組みます。 
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２． 本市の財政状況と財政収支見通し 

２．１． 本市の財政状況 

本市財政を取り巻く環境は、少子化・人口減少の影響に伴い市税・地方交付税収入に大きな

伸びが見込めない一方で、高齢化社会の進展に伴う社会保障関連経費の増加、また、老朽化し

た公共施設・インフラの維持管理に関する経費の増加等が懸念されています。 

また、決算状況では、令和元年度決算における経常収支比率については、平成 30 年度の

98.7％から 98.2％と良化していますが、臨時的収入がなければ約 100.0％になり、依然として

地方交付税、地方譲与税、国・府補助金等の財源に依存する体質であるとともに、平成 24 年

度決算以降８年連続で財政調整基金を取り崩すなど、非常に厳しい状況が続いています。 

このような中、これまで１次、２次の財政再建を実行してきた本市において、即効性のある

改革には限りがあり、短期的な行財政改革には限界があることが見えてきました。そのため、

抜本的に本市の行財政構造を改革することが求められることから、平成 30 年度には、基金頼

みの行財政運営を解消するとともに、時代に即応した重点化する分野に施策・事業の「選択と

集中」を行い、経営効率の改善を目指すとともに「しなやかで力強い」行財政運営の確立を図

るべく、行財政構造改革プランを策定し、全庁的に取り組むこととしました。 

本プランの取組を進めることで、財政見通しとしては一定改善される（Ａ⇒Ｂ）ものの、行

財政構造改革プラン策定時点における令和４年度決算見込みでは、４億５千万円の赤字が見込

まれる結果となりました。そのような非常に厳しい財政状況を打破するため、現在も行財政構

造改革プランの更なる推進を図るため取り組んでいます。 

 

 

図３：行財政構造改革プランに取り組んだ場合の実質収支の予想推移 
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（単位：百万円） 
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２．２． 財政収支見通し 

令和３年度当初予算は、限られた財源を活用し、ウィズコロナ・ポストコロナ時代を見据え

た「新しい生活様式」に適応しつつ、関係人口の創出や拡大、スマートシティの推進などに取

り組むとともに、「活力とやさしさにあふれるまちづくり」に向け、住民自治を展望する公民協

働を推進するための予算を編成しました。 

行財政構造改革プランの遂行を前提とした令和４年度までの財政収支見通しでは、プランの

取組により、ふるさと寄附金など自主財源の獲得や、議員報酬、特別職から一般職に至るまで

の給与カット幅拡大等の全庁的な取り組みにより一定、良化しました。（Ｂ⇒Ｃ） 

しかしながら、令和３年度決算見込みまでは黒字を堅持するものの、人口減少や新型コロナ

ウイルスの影響に伴い、市税収入が減少傾向にあることや、高齢化社会の進展に伴う社会保障

関連経費の増加など、歳入・歳出面でバランスのとれていない財政構造上の課題を解消するに

は至らず、令和４年度以降の決算見込みにおいて赤字が発生する見込みです。 

財政収支見通しの主な内容としては、市税・地方交付税収入等の一般財源に関しては、近年

の動向や国の制度改正に伴い、地方交付税等を微増傾向で推移するものと見込んでいます。ま

た、歳出面における社会保障関連経費に関しては、高齢化の進展に伴い今後も増加する見通し

にあることから、歳入・歳出のバランスの取れた、持続可能な行財政運営を行うため、今後も

引き続き、行財政構造改革プランの更なる推進を図ってまいります。 

 

図４：行財政構造改革プラン策定時から時点修正を行った場合の実質収支の予想推移 

 

図５：義務的経費の推移（一般財源） 
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○阪南市普通会計中期財政シミュレーション（行財政構造改革プラン実施前提） 

 

表１：財政シミュレーション           令和３年２月時点 
【単位：百万円】   

 （R1決算）

2019 

（R2）

2020 

（R3）

2021 

（R4）

2022 

（R5）

2023 

（R6）

2024 

 

歳 

 

入 

 

 

一 

般 

財 

源 

 12,019 11,956 12,377 12,381 12,108 12,043 

市税 5,490 5,379 5,329 5,210 5,232 5,131 

地方交付税 5,169 5,181 5,358 5,415 5,447 5,482 

その他 1,361 1,396 1,689 1,756 1,429 1,431 

特 

定 

財 

源 

 5,793 6,541 6,224 6,007 6,112 6,103 

国支出金 2,929 2,853 3,085 2,961 3,030 3,060 

府支出金 1,492 1,568 1,609 1,600 1,620 1,607 

市債 388 570 289 451 473 451 

その他 984 1,550 1,241 996 990 985 

前年度繰越金 273 274 0 0 0 0 

歳入合計 18,085 18,771 18,601 18,389 18,221 18,146 

 

 

歳 

 

出 

義 

務 

的 

経 

費 

 9,489 9,950 10,178 10,074 10,278 10,193 

人件費 3,048 3,548 3,751 3,737 3,843 3,651 

扶助費 4,581 4,732 4,812 4,908 5,009 5,114 

公債費 1,861 1,670 1,615 1,429 1,426 1,428 

投資的経費 606 604 814 722 739 686 

そ 

の 

他 

経 

費 

 7,715 8,217 7,609 7,635 7,754 7,768 

繰出金 3,227 3,369 3,415 3,482 3,558 3,609 

 

国保 656 672 676 683 690 697 

下水 574 573 581 605 616 601 

その他 1,997 2,124 2,157 2,194 2,252 2,312 

負担金 1,069 1,146 1,160 1,096 1,108 1,074 

その他 3,420 3,702 3,034 3,056 3,087 3,085 

前年度繰上充用金 0 0 0 0 42 592 

歳出合計 17,811 18,771 18,601 18,431 18,813 19,239 

実質収支 269  0 0  ▲ 42 ▲ 592 ▲ 1,093 

実質単年度収支 ▲ 204 ▲ 293 ▲ 369 ▲ 370 ▲ 550 ▲ 501 

 

積立基金残高 1,833 2,191 1,490 1,047 939 837 

 財政調整基金 721 697 328 0 0 0 

減債基金 216 216 216 216 216 216 

公共公益基金 439 642 503 376 266 156 

その他 457 636 444 455 456 464 

 

※表において、百万円単位の端数調整により、合計と内訳などが一致しない場合があります。 

※令和２年度以降は、決算見込みによる推計です。 
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３．行政経営方針 

３．１． はじめに 

令和元年度に発生した新型コロナウイルス感染症が世界的に大流行し、我が国では緊急事態

宣言が発出され、不要不急の外出自粛や事業者への休業等の要請など、市民生活や地域経済に多

大な影響をもたらしています。一方、ポストコロナにおける「新しい日常」を踏まえた、地域経

済の活性化等に資する事業の創出が求められています。 

本市は、人口減少や急激な少子高齢化により、社会保障関連経費が顕著に増加している傾向に

あり、８年間連続で財政調整基金を取り崩すなど危機的な状況にあります。このような本市財政

の非常に厳しく未だかつてない事態を乗り越えていくために、令和３年２月に「財政非常事態」

であることを内外に宣言したところです。この危機的状況を早期に解決するため、一層の行財政

構造改革を推進し、持続可能な行財政運営の確立に向けて取組を進めてまいります。 

本年上半期中を目途に現行の行財政構造改革プランを改訂していき、内部管理経費の削減な

ど行政のスリム化を継続することと併せて事務事業、受益者負担、公共施設の見直しを進めてま

いります。 

本市は、厳しい財政下にあり、上記のとおり行財政構造改革を促進していきますが、まちづく

り施策として、急速な少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをかけるとともに、

地域活性化に係る施策を推進するため、令和２年度に策定した第２期「阪南市総合戦略」に基づ

き、関係人口の創出や拡大、スマートシティの推進など、地方創生に関する取組を加速させなが

ら、社会の変化に対応した新たな施策に取り組んでいきます。 

また、少子高齢化の進行による急速な人口減少が見込まれる中、多様化かつ高度化する行政ニ

ーズや行政課題に迅速かつ的確に対応するとともに、より機能的で重点的な業務体制の確立を

めざし、機構改革を行います。 

また、子育て・教育の充実に向けて、子育て拠点の再構築に取り組み、地域連携を踏まえた就

学前教育、保育環境の整備を着実に進めるとともに、安心して産み育てることができるまちとし

て取り組みます。 

さらに、ウィズコロナからポストコロナに向けて、新しい生活様式や働き方などに代表される

新しい価値観を踏まえ、こうした変化に対応したまちづくりに取り組むとともに、これまで以上

にさまざまな分野で活躍しているステークホルダー（利害関係者）や広範な市民のみなさんなど

と連携し、分野横断的な取組を進めます。 

令和３年度は、節目の年として、令和３年 10 月には、市制 30周年を迎えることや、総合計画

の改定、財政再建など、さまざまなことがスタートします。 

誰もが暮らしやすい社会の実現に向け、全ての人が互いに尊重され、認め合い、まちの担い手

として生き生きと活躍し、自分らしく豊かに暮らしていくことができるよう「誰も一人ぼっちに

しない、誰も排除しないまち」を理念に掲げ、これまで進めてきた住民自治を展望する公民協働

のまちづくりを着実に進め、市民は観客からプレイヤーへ、行政職員はプレイヤーからコーディ

ネーターへ“自分たちの地域は自分たちで守り、創る”を基本とし、誰もが安心して暮らす、生

き生きと豊かに暮らす仕組みをつくっていきます。そのようななか、阪南スタイル「山と海が出

会う都会
ま ち

 ちょうどよい田舎」の創出に向けて、次に掲げる取組を柱にまちづくりを進めます。 
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①「里山里海づくりプロジェクト」  

・はんなんの「海の魅力の発信」など里山里海づくりによるにぎわいの創出 

・木製品の導入や木材利用の普及啓発 等 

②「シティプロモーション戦略」 

・リモートワークやワーケーションの推進 等 

③「スマートシティ戦略」 

 ・行政手続きのデジタル化の推進 

・住民票の写しなど各種証明書のコンビニ交付の導入 

・住民異動届や各種手続の申請書作成を支援するシステムの導入 

・ＩＣＴ環境整備による教育環境の充実 等 

④「ウォーカブルシティ戦略」 

 ・尾崎駅及び尾崎駅周辺のまちなかのにぎわいづくりの創出 

・尾崎駅山側のバリアフリー整備に向けたエレベーターの設置 等 
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３．２． 基本目標別の基本方針 

令和３年度における主な施策の取組方針について、「総合計画」に掲げる７つの基本目標に沿

い、次のとおりお示しします。 

 

基本目標１：おもいやりとふれあいがあふれる活気のあるまち（協働社会分野） 

 

『協働社会分野』では、人口減少や少子高齢化が進行する中で、地域課題を地域住民が共有し、

その課題解決のため、市民・事業者・行政が協働することが重要であり、人と人とのつながりを

大切にし、地域全体で生活を支え合うことができるように、「自分たちの地域は自分たちで守り

創る」を基本とし、住民自治を展望した公民協働によるまちづくりに取り組んでいます。また、

地域の住民、様々な団体やステークホルダーが互いの特性を尊重しながら、それぞれの責任と役

割分担に基づき住みやすい地域を構築し、地域の主体的な意思に基づく多様な主体によるまち

づくりを進めるため、まちづくり協議会組織の整備を目指し、（仮）まちづくり協議会条例の制

定に向けた検討を始めます。 

また、令和４年度以降の地域交流館指定管理者について、プロポーザル等により公募すること

を視野に入れ、条例改正を行います。 

加えて、はなてぃアクションが事業実施最終年度であることを踏まえ、分かりやすく情報発信

を行い提案件数の拡充に努めます。 

さらに、市民協働事業提案制度の見直しを図るとともに、市民活動センターを通じて新たな公

共の担い手の創出に努めます。 

また、住民センターあり方検討審議会の答申を踏まえ、住民センターの役割や機能を整理し、

あり方の方向性を定めるとともに、地域と協議を進めてまいります。 

情報発信の充実については、既に導入済みの Facebook、Twitter、Instagram、令和２年度に新

規導入したＬＩＮＥなどのＳＮＳの活用を促進し、本市ウェブサイト及び広報はんなんとの連

携を意識した発信を行い、他媒体へのアクセス件数を向上させるなど、各ツールの特性を踏まえ

た活用により、阪南市全体としての発信力強化を図ります。 

 

基本目標２：健やかに、いきいきと自立して暮らせるまち（健康・福祉分野） 

 

『健康・福祉分野』では、健康施策と福祉施策の一体的な取組を推進し、少子高齢化が進む中、

市民サービスをより迅速かつ的確に対応するとともに、複雑化・複合化した課題への相談・支援

体制を強化するため、健康部と福祉部を統合します。 

また、地域共生社会の理念である、人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役

割をもち、助け合いながら暮らしていくことができる、地域や社会を創るため、社会福祉法に基

づき、「共生の地域づくり推進事業」を再構築し、「重層的支援体制整備移行準備事業」の実施に

より、「断らない相談支援」「参加支援」「地域づくりに向けた支援」を一体的に行う重層的体制

を構築します。 

子どもから高齢者まで孤立など地域や社会に埋もれがちな生活問題に対して、地域や企業な

ど様々な主体と連携し、誰もが安心して暮らしていくことができる地域共生社会の実現に向け

て、（仮）地域福祉条例の制定に向けた検討を始めます。 
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また、ライフラインの事業者等と「阪南市地域見守り活動に関する協定書」を締結し、多様な

主体による地域住民の見守り支援を強化します。 

加えて、自立相談支援機関にアウトリーチ支援員を配置し、社会参加に向けてより丁寧な支援

を必要とする方に対して、訪問等による積極的な情報把握と介入により早期に支援につなぐこ

とや、支援につながった後の集中的な支援等を行うことで、自立支援を強化します。 

さらに、子育て世代包括支援センターを運営し、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支

援を行うことで母子の健康を増進します。 

また、オンライン環境を整え、各種事業の円滑な実施に取り組むとともに、公民連携による健

康づくりに関する協定に基づき、がん検診の啓発、健康講座の開催を行うなど、健康づくりの推

進に取り組みます。 

市民病院においては、泉州南部の３公立病院（阪南市民病院・市立貝塚病院・りんくう総合医

療センター）の連携により構築した診療情報ネットワークシステム（なすびんネット）を活用す

るなど、かかりつけ医等の地域の医療機関と連携を図りつつ、地域の中核病院として小児医療や

救急医療などの医療機能を安定的に提供します。 

また、新型コロナウイルスワクチン予防接種において、阪南市民病院をはじめ市内医療機関と

協力して円滑に行うなど、予防接種事業に取り組みます。 

さらに、国民健康保険では、第２期データヘルス計画に基づく各種保健事業を実施し、被保険

者の健康保持の増進に寄与するとともに、医療の効率的かつ適正な提供を推進します。 

また、特定健診の受診率向上のため、阪南市国民健康保険特定健康診査等受診率向上事業を引

き続き実施します。 

次に、介護保険の健全な運営については、令和２年度に策定した「第８期阪南市高齢者保健福

祉計画及び介護保険事業計画に基づき、介護保険事業を安定的かつ健全に運営するとともに、共

生型介護予防拠点を起点として身近な地域で誰もが参加できる共生型の地域づくりを推進しま

す。また、認知症施策として正しい理解と知識、支援等の広報活動や、地域や企業との見守りネ

ットワーク、公民連携による、認知症をはじめ「健康づくり」等に向けた取組を進めるとともに、

新しい生活様式の下において介護予防・フレイル対策の充実、強化を図ります。 

次に、子育て支援の充実については、令和２年３月に策定した第２期阪南市子ども・子育て支

援事業計画に基づき、本市の子ども・子育て支援のさらなる充実を図るとともに、阪南市子育て

拠点再構築方針に基づき、安全安心で快適な保育を受けることができる施設整備を進めます。ま

た、保育施設等において、新しい生活様式に対応した新型コロナウイルス等の感染症予防対策に

努めます。 

生活支援の充実については、生活困窮者自立支援制度における、家計改善支援事業の令和４年

４月の完全実施に先立ち、令和３年度より事業を開始します。 

次に、障がい者福祉の充実については、令和２年度に策定した、第４次障がい者基本計画・第

６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画に基づき、障がい者が安心して本市で生活ができ

るよう計画を推進するとともに、地域における相談支援の中核的な役割を担う機関として、基幹

相談支援センターを市直営で設置し、障害者相談支援事業及び成年後見制度利用支援事業、並び

に障がいの種別や各種ニーズに対応できる総合的かつ専門的な相談支援を提供します。 
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基本目標３：いつまでも安全に、安心して暮らせるまち（生活環境分野） 

 

『生活環境分野』では、市民に安全安心な暮らしを提供するため、河川、水路等公共施設の適

切な維持管理を行います。 

また、住民の災害時における防災能力を向上させるため、消防署及び各事業所に加え、まもる

館も積極的に活用し、消防訓練、防災訓練、防災講習会及び救急講習会等を実施するとともに、

自主防災組織の新規結成に向け、防災講演会の開催や各自治会へのチラシの配布などを行いま

す。さらに、消防団と連携し、地域防災力の強化を図ります。 

また、土砂災害、洪水、高潮、津波、地震等のハザード情報をわかりやすく地図に表現した総

合防災マップについて更新を行います。 

さらに、令和元年度に作成した「災害廃棄物処理計画」に基づき、災害時における収集・処理

体制や事前準備等について整理します。 

次に、防犯対策の充実として、泉南警察署及び阪南市防犯委員会と連携し、防犯教室の開催、

青色防犯パトロール及び街頭啓発等の活動を行うとともに、重大な交通事故の根絶に向け、引き

続き、泉南警察署等の関連機関と連携し、様々な広報媒体を利用した交通安全啓発を実施します。 

また、下水道事業については、将来にわたって安定的に事業を継続するため、令和２年度に策

定した中長期的な経営の基本計画である経営戦略に基づき、経営基盤の強化及び健全な下水道

経営に取り組みます。 

また、環境負荷の低減については、第４次阪南市地球温暖化対策実行計画の終了（令和２年度）

による検証と考察を踏まえ、第５次阪南市地球温暖化対策実行計画（事務事業編の５か年計画）

を策定し、電気使用量の削減などの取組を実施するとともに、市民や事業所等に対して、広く環

境問題の啓発事業を行います。 

さらに、空き家の利活用を促進するため、令和２年度より実施している空き家除却後の土地の

固定資産税を最大３年間減免する制度を継続し取り組み、空き家所有者等に空き家の除却を促

すとともに、土地の有効活用につなげます。 

 

基本目標４：生涯にわたり学び、地域に還元できるまち（教育・生涯学習分野） 

 

『教育・生涯学習分野』では、より良い教育環境で子どもたちが学べるよう、ＧＩＧＡスクー

ル構想に基づき、ＩＣＴ環境の有効な活用に向け、教職員への説明、研修等を行います。 

また、外国人英語指導助手の配置や英語劇鑑賞の取組を中心として、外国語教育の充実を図り

ます。 

加えて、児童生徒の不安解消及び新型コロナウイルス感染症に係る教職員の負担軽減を図る

ために、新型コロナウイルス感染予防のための学校施設の消毒作業等の事務補助及び子どもの

学習支援を行う学校支援員を全小中学校に配置します。 

さらに、安全・安心な学校給食を提供するため衛生管理に努めるとともに、大阪産の食材を使

用した献立や郷土料理等を取り入れることで、保護者・児童・生徒の食に関する関心が高まるよ

うに努めます。 

幼児教育の充実については、令和２年３月に策定した第２期阪南市子ども・子育て支援事業計

画に基づき、本市の子ども・子育て支援のさらなる充実を図るとともに、阪南市子育て拠点再構
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築方針に基づき、安全安心で快適な教育を受けることができる施設整備を進めます。また、教育

施設において、新しい生活様式に対応した新型コロナウイルス等の感染症予防対策に努めます。 

生涯スポーツの振興については、指定管理者との連携を密にし、「新しい生活様式」に対応し

た運動・スポーツを楽しむことができるよう、各種体育・スポーツ教室・スポーツ大会等事業を

進めるとともに、指導者講習会の内容を充実させ、講習会参加者が指導者となりスポーツの指導

やボランティア活動を行えるよう、市民の健康・体力づくりに活かすことができる体制を構築し

ます。 

また、公民館については、令和３年度から指定管理者による運営を導入し、公民館を拠点とし

た生涯学習の推進や公民協働のまちづくりを推進するために中央公民館体制を整備します。 

加えて、図書館の指定管理者制度の導入については、市民の主体性や市民によるまちづくりを

支える社会教育施設として、その役割を果たすことができるよう、文化センターの指定管理と一

体して運営することで、さらなるサービスの向上や一定のコストの削減を図ることができるこ

とから、令和５年度からとして、取組を進めます。 

次に、人権が尊重される社会を形成するためには、一人ひとりが互いをかけがえのない存在で

あることを認識し、多様性を尊重することが重要です。そのため、さまざまな機会をとらえて、

人権意識を高揚させるための啓発を行うとともに、人権に関する相談については、適切な助言や

情報提供などにより自らの主体的な判断によって課題を解決できるよう、相談事業の充実を図

ります。 

男女共同参画社会の形成につきましては、男女が、互いに人権を尊重しつつ責任も分かち合い、

性別に関わりなく個性と能力が十分に発揮できる社会の構築をめざし、阪南市男女共同参画プ

ラン（第３次）に基づき、幼少期からの男女共同参画の意識づくりや意思決定の場への女性参画

の拡大など、全庁的に取組の推進を図ります。 

また、子どもたち一人ひとりの成長を守り、子どもの権利を保障するため、（仮）子どもの権

利条例の制定に向けて検討を始めます。 

 

基本目標５：地域資源を活かした、にぎわいのあるまち（産業分野） 

 

『産業分野』では、本市の地場産品の魅力等をパンフレットやウェブサイト、さまざまな機会

を通して広く発信することで、産業振興を図り、地域経済の活力向上に取り組みます。 

また、創業支援等事業計画に基づき、阪南市商工会や地域の金融機関と連携し、創業を希望す

る者へのハンズオン支援を実施します。 

加えて、公民連携による経営支援や、市内企業のビジネス開拓等を支援することで、新たなビ

ジネス展開を生み出し、地域経済の活性化につなげます。 

農業の振興については、地域農業の活性化、安定化に向け、ＪＡとの連携を強化することによ

り担い手や新規就農者の掘り起こしを推進します。 

また、遊休農地を減少させることについて、利用集積の拡大、自己耕作の再開を容易にする農

空間保全に関する農地の多面的な活動を支援します。 

漁業の振興においては、港湾整備などに対する地元漁協の要望活動や「浜の活力再生プラン」

をきっかけにスタートした牡蠣の養殖など、漁業の振興を図ります。 

次に、「里山里海づくりプロジェクト」として、全国アマモサミットの開催がきっかけとなっ
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て実施される「聞き書き甲子園」に協力市町村として参加することで、はんなんの海の魅力をさ

らに全国に発信し、はんなんの海で続いてきた漁業という営みについて、次世代をになう高校生

につなげます。加えて、市教育委員会が中心となり、海洋教育の取組を推進するとともに、海洋

教育実施校での実践を市内各校園へ広げ、市内の海洋教育の充実を図ります。 

さらに、ブルーカーボンの推進により、横浜ブルーカーボン・オフセット制度によって得た資

金を活用するなど、海洋資源の保全活動や一次産業の活性化につなげます。 

最後に、本市の観光振興として、新型コロナウイルス感染症感染予防を徹底しながら新しい生

活様式に則し、（一社）阪南市観光協会と連携しながら事業展開します。また、堺市以南の９市

４町で地域連携ＤＭＯ（Ｒ３.２月現在、候補法人）である「（一社）ＫＩＸ泉州ツーリズムビ

ューロー」、「葛城修験日本遺産活用推進協議会」など、広域連携によるスケールメリットを活

かした事業展開を図ります。 

 

基本目標６：美しい自然と調和し快適に暮らせるまち（都市基盤分野） 

 

『都市基盤分野』では、社会情勢の変化や阪南市総合計画（基本構想）の改定等を踏まえ、土

地利用や都市基盤整備、自然環境の保全、景観形成など、まちの整備、開発、誘導及び保全に関

する具体的な方針となる「都市計画マスタープラン」の改定にとりかかります。 

次に、「ウォーカブルシティ戦略」の推進として、居心地よく歩きたくなるまちづくりに向け

て、令和２年８月に「地域連携協定」を締結した和歌山大学との共同研究を通して、引き続き、

まちづくりの推進に取り組むとともに、南海尾崎駅については、バリアフリー整備として、尾崎

駅舎の山側にエレベーターを設置し、尾崎駅前の交通安全対策も検討してまいります。 

また、観光拠点の玄関口であるＪＲ山中渓駅及び周辺整備として、周辺環境に配慮した駅舎の

意匠等に向け取り組みます。 

さらに、阪南市地域公共交通網形成計画の施策実施に向け、阪南市地域公共交通会議において

議論を進めます。 

次に、自然と共生するまちづくりについて、市民に安全安心な暮らしを提供するため、防災上

の観点から老朽化したため池の潰廃や改修を計画的に進められるよう、大阪府・地元水利組合等

と協議、設計調整を行うとともに、河川管理施設の適切な維持管理を行います。 

また、森林環境譲与税を活用し、木製品の導入や木材利用の普及啓発を行います。 

加えて、林道のパトロールを行い、通行車の安全確保を図るとともに、防災活動における支障

が生じないよう良好な林道の維持管理に努めます。 

さらに、市民が安全、安心して通行できるように道路・橋梁の補修及び更新を行うとともに道

路パトロール、道路植栽の管理業務及び道路台帳の更新等によって適切な維持管理に取り組み

ます。 

 

基本目標７：持続可能な発展を支える行政経営のまち（行政経営分野） 

 

『行政経営分野』では、人口減少や少子高齢化の進展、ライフスタイルの多様化などの社会情

勢の変化に対応し、総合計画の基本構想に掲げる将来の都市像の実現のため、外部評価を含む行

政評価の結果を踏まえ、ＰＤＣＡサイクルによる事業の見直しを行い、より実効性のある行政経
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営の仕組みづくりに取り組むとともに、令和４年度からの 12 年間の「次期総合計画」を策定し

ます。 

また、令和２年度に策定した第２期「阪南市総合戦略」に基づき、子育て世代をメインターゲ

ットに地方創生関連事業に取り組むとともに、産官学の連携を通じて、互いの資源や魅力を活か

した事業に取り組むため、連携協定や「企業版ふるさと納税制度」の活用などにより、地域の一

層の活性化につなげます。 

次に、「シティプロモーション戦略」として、新たにシティプロモーションを推進する部署を

創設するとともに、「阪南ＴＶ（はんなんティービー）」を通じた本市の魅力発信や、若年層を

中心として愛着と誇りを持てるようなまちとして、まちづくり企画・活動の推進や、新しい日常

から生まれる働き方、暮らし方として、リモートワークやワーケーションの支援などにより、移

住・定住促進に努めます。 

次に、「スマートシティ戦略」として、令和２年度に整備したオンラインによる行政手続や、

市役所におけるキャッシュレス決済、タブレット等を活用したリモート相談・ウェブ会議などの

実施に加え、住民票の写しなど各種証明書のコンビニ交付と、住民異動届や各種手続の申請書作

成を支援する異動受付システムを令和３年度中に導入するなど、あらゆる分野でＩＣＴを活用

することで、市民生活の質的向上を推進します。 

また、市民サービスの向上を図るため、おくやみに関する総合窓口として、おくやみコーナー

の設置に向けた検討を進めます。 

次に、徹底した行財政構造改革に取り組むため、新たに行財政構造改革を推進する部署を創設

するとともに、効果額をさらに積み上げるために、平成 30年 11月に策定した「阪南市行財政構

造改革プラン」の補強、見直しとして、「（仮称）行財政構造改革プラン 2021（改訂版）」を策

定します。これらの取組過程を通して、総合計画や水野メソッドに基づき、住民自治を展望する

公民協働のまちづくりを着実に推進させ、地域社会・経済の活性化につながる好循環を生み出す、

時代に即応した新しいまちづくりや事業展開に向け取り組みます。 

また、「阪南市ふるさとまちづくり応援寄附」については、本制度を通じて阪南市を全国に周

知できるよう特産品の新たな魅力発掘に取り組むとともに、市ウェブサイト等を利用し、積極的

に情報発信を行います。また、自治体の魅力を発信できるイベント等に積極的に参加し、寄附者

と直接的な繋がりをもち、寄附に繋げる施策を進めます。 

加えて、自治体が抱える問題解決のため、ふるさと納税の寄附金の「使い途」をより具体的に

プロジェクト化し、そのプロジェクトに共感した方から寄附を募る政府（自治体）が行うクラウ

ドファンディング（ＧＣＦ）を引き続き活用します。 

また、今後も効率的な事務を進めるため、大阪府が提示した権限移譲の候補事務に加え、既存

事務についても、スケールメリットによる行政の効率化と市民サービスの向上のため、近隣自治

体との広域連携を推進します。 

加えて、新型コロナウイルス感染症対策に留意しつつ、各職階に求められる能力に対応した研

修の実施や職員が自らの能力向上に取り組みやすい環境の整備に取り組むともに、人事評価制

度については、他の自治体の手法を参考にしつつ、評価者研修やバランス調整会議など、評価ス

キルの向上と公平性の担保に向けて引き続き取り組みます。 

 

 以上が令和３年度の行政経営の基本方針です。 
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３．３． おわりに 

 

この間、国は、新型コロナウイルス感染症で明らかとなった行政サービス等における様々な課

題に対処すべく、行政のデジタル化や規制改革を含め、集中投資・実装とその環境整備により、

デジタル社会の実現や、2050 年カーボンニュートラルを目指し、経済と環境の好循環、グリー

ン社会の実現に向けて取り組んでいます。 

本市においても、デジタル社会の実現に向けて、スマートシティの推進として、令和２年度か

ら行政手続のオンライン化や市役所におけるキャッシュレス決済の導入をはじめ教育、健康な

どの分野でＩＣＴを活用したまちづくりを進めています。とくに、自然環境や景観、また、大阪

都市圏内に位置し、且つ、関西国際空港とのアクセス利便性を踏まえた「ちょうどよい田舎」と

して、住みたくなる・滞在したくなるまちへ生活の質的向上を実現するため、働く環境と生活空

間の近接が新しい生活様式の標準となることを見据えた、まちづくりを展開してまいります。 

また、令和３年２月に「阪南市ゼロカーボンシティ宣言」を行っており、2050 年までに市内

の二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指します。 

加えて、ＳＤＧｓの 17 ゴールの達成に向けて、各施策を通して積極的に取り組むとともに、

地域社会や民間企業などのステークホルダーの協力を得ることで新しいアイデアの創出がなさ

れる好循環を生み出すまちづくりを目指していきます。 

さらに、大阪府と連携し、令和７年に開催される「大阪・関西万博」を盛り上げてまいります。 

最後に、改めまして、議員各位並びに市民のみなさまのご理解とご協力をお願い申し上げまし

て、財政再建の取組に併せて、コロナ禍をのりこえ、「活力とやさしさ溢れる新しい阪南市」の

実現に向けたまちづくりに臨む私の決意といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

17 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会 

ＮＰＯ 

消防団 

市民活動Ｃ 

地域交流館 

…etc 

…etc 

…etc 

…etc 

…etc 

一時預かり等 

幼稚園・保育所等 

子育て総合支援Ｃ 親子教室 

ファミサポ

室 

スクールサポーター 

サロン活動 

介護予防教室 

健幸ポイント 

健康無関心層 
まもる館 

 

総合体育館 

民生委員 

校区福祉委員 
老人クラブ 

ＣＳＷ 地域包括支援Ｃ 

阪南ブランド十四匠 

ＪＡ 

和牛 

休耕田 

ふるさと納税 

漁業協同組合 

産直市 

せんなん里海公園 

わんぱく王国 

ハイキングコース 

空き家 

商工会 

観光協会 

レンタルサイクル 山中渓 

やぐら 

【
市
民
協
働
参
画
】 

【
子
育
て
】 

【
健
康
づ
く
り
】 

【
地
域
福
祉
】 

【
商
工
・
農
水
】 

【
観
光
】 

○協働における公民の役割分担が不明確 

○個別補助金による市民活動の硬直化 

○活動拠点の重複や老朽化の進行 

○地域活動への参画機会が限定的      等 

○子どもの育ちに対応しきれていない支援体制 

○個別バラバラな相談窓口 

○保護者ニーズを支援するサービスの再構築 

等 

○健康づくりや生きがいづくりの環境が不十分 

○市民への健康意識づけの訴求不足 

○増加する健康無関心層の抑制 

等 

○医療・介護・福祉スタッフの不十分な連携 

○地域全体で暮らしを支え合う力の低下 

○「終活」も含めた高齢者のＱＯＬの向上 

等 

○進まない地産地消 

○商品ブランド力向上が不十分 

○商業、農業、漁業の 6 次産業化の推進 

等 

○地域資源・観光資源の把握不足 

○情報発信の企画力・展開力の弱さ 

○農業・漁業・商工との連携不足 

等 

《現状と課題》 

＜主な地域資源(ポテンシャル)＞ ＜課題＞ 

住民Ｃ 

…etc 

 

 
地域資源の種類 

はハード（建物など） 

はソフト（人、組織など） 

特 

に 

重 

点 

的 

に 

解 

決 
す 

べ 

き 

課 

題 

【共通】 

○施策を貫く太い柱がない 

○各層の基盤が薄く、事業間の連携が不十分 

尾崎駅 

保健Ｃ 
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